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           証 拠 説 明 書 

 

 

甲第３５号証（「水死事故ーそのメカニズムと予防対策」抜粋）写 

 

作成者  日本水泳連盟医・科学委員会、日本水泳ドクター会議 

 

作成日  １９９３年９月３０日 

 

立証趣旨 溺死の原因として「パニック」が挙げられていること（２０，２１，

３０頁）、高齢者については「浴槽で滑って溺れる」というケース

は多いこと（１７頁）、溺死の基本的メカニズムとして、「飲水→

上気道に水が入る→喉頭けいれん→低酸素→アシドーシス→高炭酸

ガス血症→中枢神経障害→意識障害→死」というメカニズムが存在

すること（２０頁）、「ビーチでの溺水者の誘発因子」の第２位に

（テンカンとは別に）「精神疾患」（知的障害も含まれるものと解

される）が掲げられていること（１２頁） 

                           以上 



 


